
疑問の発見 

「疑問カード」の記入 

「疑問集」の作成 

「回答カード」の記入 

「回答集」の配付 

 

 

 

高等学校 数学科 全学年 

数学におけるカード活動を利用した学習意欲の向上 

一斉学習の中で、２種類のカードを用いた手法により、自ら学び自ら考える

力、数学に対する興味・関心および意欲的に学ぶ力の育成を図る。 

 

【カード活動の流れ】 

 

生徒は授業中に疑問を見出す。 

 

見出した疑問を毎時間一つ「疑問カード」に

書いて提出する。 

 

教師は授業に関連する疑問や、多く出された

疑問を10個抽出し、疑問集を作り配付する。 

 

興味を持った疑問に対し、生徒は自分で調べ

て回答カードに記入し提出する（任意）。 

 

提出された回答は、回答集としてすべてまと

めて生徒に配付する。 

 

カード活動の実施により、生徒は、授業内容を把握することが新たな疑問発

見につながることに気付き、予習して授業に臨むようになる。 

また、回答集では誤った回答も取り上げる。さまざまな回答に対し、教師が

フィードバックすることで、生徒のさらなる理解へとつなげることとなる。 

 



 

 

 

 

疑問カードに書かれた疑問を 10 個に

絞り、次の授業で配付する。 

疑問カードは生徒１人に１枚用意。

毎時間配付し、回収する。 

 

疑問集で回答できるものを、回答カードに

記入して提出する。 

 

生徒から提出された回答を

一覧にして、配付する。 

・分からないとつまらなかったが、分かると毎日の授業が待ち遠しくなった。 

・ネタを探すことによって数学に対しての新たな関心が生まれると思う。 

・疑問を探そうと思って勉強すればするほど、どんどん疑問が増えていく。 

自分は知らないことばかりだって気付いた。 

・考えるのって嫌だったけど慣れると面白くなってきた。 

生徒の 

変容 


